
三重大学教育学部研究紀要 第55巻人文・社会科学 (2004) 65 - 77頁

家庭、学校、地域における子どもの居場所

中島喜代子・倉田英理子

The Children's Place in the Home, the School 

and the・Residential Area 

Kiyoko NAKAJIMA, Eriko KURATA 

1 . はじめに

現在、子どもを取り巻く環境は著しく変化して

いる。それは、学歴社会によるゆとりの減少、都

市化による自然環境の減少、核家族化・少子化に

よる家庭環境・人間関係の変化など、家庭、学校、

地域を含んだ子どもの生活環境すべてにわたって

おり、時間面においても、空間面においても、人

間関係の面においても、子どもが自分に適した居

場所を見つけるのが困難な状況を作り出している。

さらに、近年においては、携帯電話やインターネッ

トなどの普及により、コミュニケーションの形態

の変化も生じている。

一方で、いじめや不登校などの子どもに関する

社会問題が広範に現れており、人間関係をうまく

構築できないなど様々なストレスを抱えている子

どもが非常に多い現状がある。

こうした子どもの心理状態を回復するためには、

一人になって自分を取り戻せる場や、気持ちが通じ

合える人とのコミュニケーションの場などの子どもの

居場所をもつことが非常に重要になると考えられる。

これまで、子どもの居場所に関する研究は、子

ども部屋に関するものが中心で、居場所という言

葉や概念が使用されるようになったのは、 2000

年に入ってからである。居場所をタイトルやキー

ワードに用いている研究は、あまり多くない。小

学生を対象にした研究と中高生を対象にした研究

がそれぞれ若干みられる。しかし、これらは、住

宅の中だけに限定されていたり、居住地域だけ、

あるいは特定の社会施設だけに限定されており、

子どもの生活全体をとらえたものではない 1)-6)。

そこで、本研究では、居場所を、一人になって

自分をとりもどすための「個人的居場所」と、人

とのコミュニケーションをとるための「社会的居

場所」に分類し、家庭、学校、地域など子どもを

取り巻くすべての生活における居場所と子どもの

心理状態の実態を捉えることを目的とする。

2. 調査方法と調査対象の概要

研究目的にしたがって、調査は小・中学生より

も行動範囲の広い高校生を調査対象にすることと

し、三璽県内の A高校の 1年生と 2年生に対し

て調査を実施した。その結果 191件の有効サンプ

ルを得た。表 lに調査の概要を示す。

調査対象は、 1年生が約 7割、 2年生が約 3割

である。性別は、男子が約4割、女子が約6割で

ある。学年と性別について、表2と表 3に示す。

本研究で用いる「居場所」の定義は、藤竹暁、

高塚雄介、田中治彦らの定義を踏まえ7)8)、「自分

の存在が確認できる場所」とする。したがって、

「居場所」は単なる空間を意味するものではなく、

表 1 調査の概要

件数

配布数（部） 260 

回収数（部） 191 

回収率(%) 73.4 

無効数（部） 6 

有効数（部） 185 

有効率（率） 96,8 

表2 調査対象の学年

件数 ％ 

高校 1年生 125 67.6 

高校2年生 59 31. 9 

無回答 1 0. 5 

合 計 185 100.0 
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表3 調査対象の性別

件数 ％ 

男 75 40. 5 

女 108 58.4 

無回答 2 I. I 

合 計 185 100.0 

心理的な側面を含んだものである。また、「居場

所」をその性格から二つに分類し、「一人になっ

て自分を取り戻せる場所」を「個人的居場所」、

「人と関わりをもち自分を確認できる場所」を

「社会的居場所」と定義する。

「居場所」を調査するにあたって、「個人的居

場所」の内容について細分し、①一人になりたい

ときの居場所、②好きなことに熱中したいときの

居場所、③嫌な思いをしたり、ストレスをためた

時の居場所、④大人の目を避けたいときの居場所、

の4パターンに分けて調査した。

3. 調査結果と考察

1)子どもの生活と意識

本項では、子どもの居場所のあり方全般に対し

て、関連が強いと考えられる子どもの生活と、居

場所に関わる意識について、検討する。

(1)子どもの趣味

子どもの趣味のもちかたによっては、居場所の

傾向に違いが出てくると考えられる。ここでは、

個別具体的な趣味の種類ではなく、趣味の特徴を

捉えるため、①趣味行為を行う人的単位の視点か

ら「一人でするものより皆でするものの方が好き

だ」、②趣味行為を行う空間の視点から「室内で

するものより、外でするものの方が好きだ」、③

趣味行為自体の性格の視点から「じっとしている

ものより、体を動かすものの方が好きだ」の 3つ

の点について調査した。調査結果を、図 lに示す。

人的構成については、やや集団志向が強いもの

の、一人の場合と集団の場合に 2分された。行為

空間については、室内志向がかなり強い。行為自

体の性質としては、静的なものと動的なものに 2

分している。このことから、対象全体としては、

居場所は室内が多いと考えられるが、「個人的居

場所」と「社会的居場所」の双方に関わる趣味が

もたれていると考えられる。

(2)打ち込んでいること

打ち込んでいることの有無と種類によっては、

居場所の傾向に違いが出てくると考えられる。打

ち込んでいることを一つ選択する方法で行った調

査結果を、図2に示す。

「クラブ活動、委員会活動など」「友達との交

流」といった人との関わりを伴うものが多く、

「社会的居場所」をもつことにつながっていると

考えられる。しかし、「特にない」と答えた生徒

も約2割存在しており、居場所をもつことを困難

にしている状況も一部みられる。

(3)休日の過ごし方

自由に行動できる休日の過ごし方は、子どもの

居場所の形成に大きな関連があると考えられる。

休日の過ごし方を一つ選択する方法で行った調査

結果を、図 3に示す。

もっとも多いのは、友人との交流で約4割、次

に「一人でのんびりする」の 3割や「好きなこと

に熱中する」が続く。人との交流を行うグループ

と一人で過ごすグループに 2分しており、「社会

的居場所」と「個人的居場所」の形成にそれぞれ

影響を与えていると考えられる。

(4)間接的なコミュニケーション

携帯電話やパソコンの普及に伴い、メールやイ

ンターネットでコミュニケーションする機会が増

一人より、みんなです
るものの方が好きだ

室内より、外でするも
のの方が好きだ

じっとしているものより、
体を動かすものの方が好きだ

0 20 40 60 80 100 
（％） 

圃ぁてはまる 1 ※グラフ内

□ あてはまらない 数値は件数

図 1 子どもの趣味

クラプ活動、委員会など

習い事 11

趣味

友達との交流

ポランティアなどの活動r
地域活動。

特にない

48 

25 50 75 100 

※グラフ内数値は件数 (%) 

図2 打ち込んでいること
゜
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一人でのんびりする

好きなことに熱中する
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図3 休日の過ごし方
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メル友がいる

ネット上で共感できる仲
間を見つけたことがある

電話相談をしたことが
ある
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圃ぁてはまる 1 ※グラフ内
口あてはまらない 数値は件数

図4 間接的なコミュニケーション

えている。直接対面して会話することが苦手な子

どもにとっては、重要なコミュニケーション手段

になっていると考えられる。

そこで、直接会ったことのない人とのかかわり

について、「①メル友がいる」、「②ネット上で共

感できる仲間を見つけたことがある」、「③電話相

談したことがある」の 3項目について調査した。

その結果を、図4に示す。

メル友が 3割、ネットや電話相談は 1割程度と

なっている。全体としては、多い数字ではないが、

このような形で居場所を形成している子どもも存

在していることが明らかになった。

(5)居心地のよい場所

子どもは、生活の中のどこに居心地のよさを感

じているのかをとらえるため、居心地の良い場所

を「家庭」「学校」「家庭・学校以外（地域）」「特

にない」のカテゴリーに分けて調査した。その結

果を、図 5に示す。

もっとも多かったのは、「家庭」で、 6割を占

めた。「地域」や「学校」は 1割前後となってお

り、子どもは家庭を中心に居心地の良い場所を見

つけているが、地域や学校に求めているものもみ

られる。また、居心地の良い場所を見つけられな
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図6 好きな時間

い子どもも 2割存在するという問題のあることが

明らかになった。

(6)好きな時間

子どもの居場所形成に関わる要因を探るため、

子どもが好きな時間を検討する。子供が好きな時

間を、「①人の要因：好きな人といるとき」、「②行

為の要因：好きなことをしているとき」、「③空間

の要因：好きな場所にいるとき」の 3カテゴリー

に分けて調査した。その結果を、図6に示す。

子どもが好きな時間は、人の要因と行為の要因に

集中しており、同程度であった。空間の要因が占め

る割合は 1割にも満たず、単に場所を提供するだけ

では居場所にならないと考えられる。特に、「社会

的居場所」形成には、人や行為の要因が重要であ

るといえよう。したがって、社会的施設を計画する

場合、建物そのものより、そこで行う活動やイベン

トなどが重要であることを示しているといえる。

2)家庭における子どもの居場所

(1)家庭における子どもの生活

本項では、家庭において、子どもの居場所形成

を左右すると考えられる子どもの生活について、

検討する。

i. 家庭における役割分担

家庭で役割分担を行うことは、家族の一員であ

ることを認識し、家庭における自分の存在価値を

確認する機能を果たすと考えられる。役割分担の

有無について調査した結果を、図 7に示す。

家庭で役割分担を行っている子どもは、 3割程

度であまり多くない。したがって、この側面が家

庭における居場所を形成することに影響を与えて
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図7 家庭における役割分担
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図8 子どもの所有物

いることは少ないと考えられる。

ii. 子どもの所有物

自分専用の個室や持ち物を所有することは、居

場所の形成に大きな影響をもつと考えられる。空

間やコミュニケーション手段等に関わる 7種類の

自分専用の所有物について、その所有の有無を検

討した。その調査結果を、図 8に示す。

自分専用の個室を所有している子どもは約 8割

あり、ほとんどの子どもは一人になることができ

る「個人的居場所」の空間条件を備えていると考

えられる。自分専用の所有物についてみると、もっ

とも所有率が高いものは携帯電話で約 9割、次に

テレビゲーム機が約6割、テレビ約 5割と続いて

いる。これは、自分専用の個室で、友達と会話を

したりゲームやテレビを見てストレスを解消でき

る環境にあることを示しており、「個人的居場所」

形成を促進する働きをしていると考えられる。

(2)家庭における子どもの心理状態

i. 家庭における子どもの心理状態

家庭の居場所としての機能がどのように働いて

いるのかをとらえるため、子どもの心理状態につ

いて検討する。心理状態を、「安心感（安心でき

る一不安を感じる）」「安定感（落ち着ける一いら

いらする）」「快楽感（楽しい一つまらない）」「満

足感（満足感がある一不満がある）」「開放感（い

安心感

快楽感

開放感

0 20 

［口翠できる

40 60 

口どちらでもない

80 100 
（％） 
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（％） 
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゜
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圃不満があn
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I□いきいきできる 口どちらでもない 圃圧迫感があるI
※グラフ内数値は件数

図9 家庭における子ともの心理状態

きいきできる一圧迫感がある）」の 5つの側面か

ら調査した。その結果を、図9に示す。

家庭における子どもの心理状態をみると、「安心

感」や「安定感」を感じるものが約6割と多い。し

たがって、家庭に「個人的居場所」を形成している

子どもが6割存在すると考えられる。しかし、自分

専用個室の所有率が8割であったことを考えると、

単に空間があるだけでは居場所が形成されるわけで

はなく、その差の2割には何らかの居場所形成に対

する阻害要因が働いているといえる。また、「快楽

感」はやや下がって 5割、「満足感」と「開放感」

はさらに下がって3割となっている。 これは、家庭

で自分を自由に表現することが困難な状況を示して

いると考えられ、「人と関わりをもち自分を確認でき

る場所」と定義した「社会的居場所」の機能は十

分発揮されていないといえよう。

ii. 家庭における居心地

家庭における居場所の働きをとらえるため、子

どもが感じる居心地について検討する。家庭で居

心地が良いと感じるときについて、「家庭団槃を

してるとき」「一人でのんびりしているとき」「友
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達を部屋に呼んだり、電話やメールをしていると

き」「人に邪魔されずに好きなことに熱中してい

るとき」「特に居心地が良いと感じるときはない」

の5カテゴリーから1つ選択する方法で調査した。

その結果を図 10に示す。

子どもにとってもっとも居心地が良いのは「一

人でのんびりしているとき」で4割、次いで「人

に邪魔されずに好きなことに熱中しているとき」

で2.5割となっているが、これらは「個人的居場

所」の内容に関わることである。一方、「社会的

居場所」に関わる友達や家族との交流に居心地の

良さを感じるものは前者の半数しかない。このこ

とからも、家庭は「個人的居場所」の機能は発揮

されているが、「社会的居場所」の機能は弱いと

いえよう。

(3)家庭における子どもの「個人的居場所」と

「社会的居場所」

「個人的居場所」を、「一人になって自分を取

り戻せる場所」と定義した意味内容から、 A タ

家族団らんをしてい
るとき

一人でのんびりして
いるとき

友逹を蔀屋に呼んだり、重
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ことに熱中しているとき

特に居心地が良いと
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゜
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図10 居心地が良いと感じる時
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図 11 家庭における「個人的居場所」と「社会的居場所」
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図 12 居場所の個数（家庭）
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図 13 個室の所有形態と 1人になりたい時の

居場所の有無

イプ：他人からの隔離・逃避要求を中心にした

「①一人になりたい」「②大人の目を避けたい」と

いう側面と、 Bタイプ：隔離・逃避要求に気の合っ

た人との交流要求を含んだ「③好きなことに熱中

したい」「④嫌な思いやストレスを発散したい」

という側面に分けた。

この「個人的居場所」の 4つの場面に「家族と

話をする」という「社会的居場所」を加えその使

用場所について調査した結果を図 11に示し、場

面別の使用場所数を図 12に示す。

まず、 Aタイプの隔離・逃避要求を中心にし

た「一人になりたいときの居場所」は約 8割の子

どもがもっており、比較的居場所の確保は容易で

あると考えられる。使用場所は、自分の部屋が圧

倒的に多く個室中心に使用されており、他の部屋

はあまり使われていない。しかし、自分の部屋は

あってもこの場面で使用されていないケースが 2

割程度ある。そこで、個室の所有形態別に一人に

なりたいときの居場所の有無をみると（図 13参

照）、専用個室をもっていても一人になりたいと

きの居場所がない場合があり、人の出入りなど使

用上の問題があると考えられる。

次に、同じ Aタイプの他人からの隔離・逃避

要求を中心にした「大人の目を避けたいときの居

場所」は約6割の子どもしかもっていない。使用

場所は、自分の部屋がもっとも多いもののすべて

の空間について前者より減っている。特に、自分

の部屋の使用率が半数しかなく、家庭では大人の

目を避けることがかなり困難なことを示している。

大人の目を避けるということは、前者よりもかな

り高次元の隔離・逃避要求であると考えられる。

一方、 Bタイプの「好きなことに熱中したいと

きの居場所」は約 9割の子どもが持っており、比

較的居場所の確保は容易であると考えられる。使

用場所は、自分の部屋を中心として、比較的多様

な部屋が使われている。

次に、同じ Bタイプの「嫌な思いをしたり、

ストレスをためたときの居場所」は、 6.5割の子

どもしかもっていない。使用場所は、自分の部屋

がもっとも多いもののすべての部屋について使用

率は前者より少ない。特に、自分の部屋の使用率

が半数しかなく、自分の部屋においても嫌な思い

やストレスを解消することは、かなり困難なこと

を示している。嫌な思いやストレスを解消するこ

とは、前者よりも高次元の隔離・逃避要求である

と考えられる。

このように、家庭においては A タイプ、 Bタ

イプともに、高次元の隔離・逃避要求を満たすに

は不十分であるといえよう。

3)学校における子どもの居場所

(1)学校における子どもの生活

学校における居場所の形成に関連を有すると考

えられる、「クラスにおける役割分担」「部活動の

参加状態」「部活動における役割分担」「委員会・

生徒会活動の参加状態」などの所属や役割分担に

ついて、検討する。調査結果を、図 14-17に示

す。

所属については、クラプが 8 割、委員会• 生徒

会が 3割となっており、クラス以外に所属する場

所をもっているものが多い。役割分担をもってい

るものは、クラスで4割、クラプでも 4割程度あ

り、「社会的居場所」を形成するきっかけをもっ

ているものは、多いといえよう。

(2)学校における子どもの心理状態

i. 学校における子どもの心理状態

家庭の場合と同様に、学校における子どもの心

理状態について検討する。調査結果を、図 18に
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図 16 部活動における役割分担
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図 18 学校における子ともの心理状態
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図17 生徒会、委員会活動の参加

46 
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※グラフ内数値は件数 ゜(9/) 
図19 学校で居心地の良いと感じる時
゜

示す。

学校において、「安心感」や「安定感」を感じ

ている子どもは、 1,..._,2割とかなり低く、学校に

おいては、「個人的居場所」を形成することは、

非常に困難であることがとらえられた。また、す

べての点について、マイナスの心理状態にあるも

のが、家庭の場合と比べてかなり多い状況である。

しかし、「快楽感」を感じているものは、約 5割

と比較的多く、友達との交流を通じた「社会的居

場所」が形成されていることが明らかになった。

ii. 学校における居心地

家庭の場合と同様に、学校における子どもの居

心地について検討する。図 19に示す 5つのカテ

ゴリーの中から一つを選択する方法で調査した結

果を、同図に示す。

もっとも居心地が良いと感じているのは、「休

憩中・放課後」で 6割、次いで「部活動」の 2割

であり、拘束のない自由な時間に居心地の良さを

感じている。一方、クラス活動や委員会活動など

の拘束された時間に居心地の良さを感じているも

のはほとんどない。また、「居心地が良いと感じ

るときはない」と答えているものが3割近く存在

しており、学校において、「居場所」を形成でき

ていないものが多いといえる。
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図20 学校における「個人的居場所」と「社会的居場所」

(3)学校における「個人的居場所」と「社会的居

場所」

家庭の場合と同様に、学校における「個人的居

場所」をその内容から 4種類に分け、「社会的居

場所」である「友達と話をするときの居場所」を

加えて、その場面別に使用する場所を調査した。

その結果を図 20に示す。また、場面別の使用場

所数を、図21に示す。

まず、学校において、 A タイプの「一人にな

りたいときの居場所」をもっているものは、 5割

であり比較的多いが、家庭の場合よりも低く、学

校で隔離・逃避要求を実現するのは、困難である

ことがとらえられた。使用場所は、「廊下・階段・

一人になりたい時に ＇． 
いることが多い場所

好きなことに熱中したい
時に居ることが多い場所

嫌な思いをした時に
居ることが多い場所

大人の目を避けたい時
に居ることが多い場所

友達と話をする時に
居ることが多い場所
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(%) 

※グラフ内
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図 21 人間的居場所の個数（学校）
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校庭の片隅」、「自分のクラス」「自分の部室」な

どが2割程度で続いている。これらは、隔離性の

ある場所や自分のテリトリー性がある場所である。

次に、同じ Aタイプの「大人の目を避けたい

ときの居場所」をもっているものは、約4割とさ

らに前者よりも少なくなっている。使用場所は、

「廊下・階段・校庭の片隅」と「自分のクラス」

が多く、前者と同様に隔離性やテリトリー性のあ

る場所が使用されている。

一方、 Bタイプの「好きなことに熱中するとき

の居場所」をもっているものは、 6.5割と比較的

多い。使用場所は、熱中する行為によって、クラ

スや部室、グランドなどが使われている。

同じ Bタイプの「嫌な思いをしたり、ストレ
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図23 地域の人間関係
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~ 

スをためたときの居場所」を持っているものは、

5割程度で前者より少なくなっている。使用場所

は、「自分のクラス」や「廊下・階段・校庭の片

隅」などのテリトリー性や隔離性のある場所が使

われている。

また、「社会的居場所」としての「友達と話を

するときの居場所」をもっているものは、 9割に

上り、「社会的居場所」はほとんどのものが持っ

ているといえる。使用場所は、多様な場所が使わ

れている。

全体を通してみると、どの場面についても家庭

より「個人的居場所」を形成することが困難な状

況が捉えられる。しかし、友達との交流を通した

「社会的居場所」になっていることが明らかになっ

た。また、家庭の場合と同様に、 A, Bタイプと

もに高次元の隔離機能を要求する場合には、「居

場所」の形成はさらに困難になることがとらえら

れた。

゜
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園ぁてはまる

ロぁてはまらない

80 100 
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※グラフ内
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図24 地域の自然環境

4)地域における子どもの居場所

(1)地域における子どもの生活

子どもが居住する地域における子どもの居場所

形成に関連があると考えられる、「居住年数」「地

域の人間関係」「地域の自然環境」について検討

する。その調査結果を、図22-24に示す。

7割の子どもが生まれたときから現在の居住地

域にすんでおり、居住地域には仲の良い友達が 8

割、親同士が仲の良い家が6割あるなど、地域に

密着した生活をしているといえる。また、居住地

域に、田や畑があるものが 8割、川の土手や雑木

林があるものが6割あるなど、自然環境に恵まれ

ているといえる。

(2)地域における子どもの心理状態

i. 地域における子どもの心理状態

家庭、学校の場合と同様に、居住地域における

子どもの心理状態について検討する。調査結果を、

図25に示す。

居住地域において、「安心感」や「安定感」を

感じている子どもは、 4-5割となっており、学

校の場合よりかなり高い。居住地域に「個人的居

場所」を形成しているものが多いと考えられ、家

庭における「個人的居場所」の補完をしていると

いえよう。

ii. 地域における居心地

家庭、学校の場合と同様に、居住地域における

居心地について検討する。図 26に示す 10のカテ
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ゴリーの中から一つ選択する方法で調査した結果

を、同図に示す。

居住地域で、もっとも居心地の良い場所は、

「友達の家」が 3割、「たまり場で仲間と集まって

いるとき」が2割、次いで「よく行く店」となっ

ている。居心地の良い場所は、友達や仲間がいる

場所が多く、人と一緒にいるときに居心地の良さ
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図25 地域における子どもの心理状態
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図26 地域で居心地が良いと感じるとき

を感じているといえる。また、「特に居心地が良

いと感じるときはない」と感じているものは 2割

弱存在するが、学校の場合よりも少なく、この面

からも居住地域が、家庭における居場所の欠落部

分を補完しているといえよう。

(3)地域における子どもの「個人的居場所」と

「社会的居場所」

家庭や学校の場合と同様に、居住地域における

「個人的居場所」について、その意味内容から 4

種類に分け、「社会的居場所」を示す「友逹と話

をするときの居場所」を加えて、その場面別に使

用する場所について検討する。その調査結果を、

図27に示す。また、場面別に使用する場所数を、

図28に示す。

まず、居住地域において、 Aタイプの「一人

になりたいときの居場所」をもっているものは

5. 5割となっており、学校の場合と同程度である。

使用場所は、「公園・川の土手」と「よく行く店」

が多く使われており、それらは隔離性と匿名性の

ある場所であり屋外と屋内の両方が居場所となっ

ている。

次に、同じ Aタイプの「大人の目を避けたい

ときの居場所」をもっているものは、前者よりも

やや低く 5割となっている。しかし、この割合は

学校の場合よりも高く、家庭における居場所の欠

落部分を補完していると考えられる。使用場所は、

「友達の家」が最も多く約4割、次いで「公園・

川の土手など」「よく行くお店」が 2割程度で続

いている。これらは、隔離性のある場所や匿名性

のある場所である。

一方、居住地域において Bタイプの「好きな

ことに熱中したいときの居場所」をもっているも

のは 6割でやや多く、学校の場合と同程度である。

使用場所は、もっとも多いのは「よく行くお店」

で4割、「友達の家」の 3割と続いており、室内

が居場所になる傾向がある。

同じ Bタイプの「嫌な思いをしたりストレス

をためたときの居場所」を持っているものは約 5

割で、前者より少なくなっている。使用場所は、

「公園・川の土手など」「友達の家」「よく行くお

店」が2割前後で使われている。このことから、

ストレスの解消には一人になるタイプと友達とと

もに解消するタイプが存在することが明らかになっ

た。

また、「社会的居場所」としての「友達と話を

するときの居場所」を持っているものは、 9割に
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空き地、駐車場など

0 20 40 60 80 I 00 
（％） 

好きなことに熱中したい時の居場所（地域）

塾・習い事

友達の家

公園、川の土手など

よく行くお店、
お店の周辺

虐少年センクー、文化会
、少年自然の家など

空き地、駐車場など

0 20 40 60 80 I 00 
(%) 

嫌な思いをした時やストレスをためた時の居場所（地域）

塾・習い事

友達の家

公園、川の土手など

よく行くお店、
お店の固辺

『少年センター、文化会
、少年自然の家など

空き地、駐車場など

0 20 40 60 80 I 00 
（％） 

大人の目を避けたい時の居場所（地域）

塾・習い事

友達の家

公園、川の土手など

よく行くお店、
お店の周辺

叩少年センター、文化会
且、少年自然の家など

空き地、駐車場など

0 20 40 60 80 I 00 
（％） 

友達と話をする時の居場所（地域）

塾・習い事

友達の家

公園、川の土手など

よく行くお店、
お店の周辺

『少年センター、文化会
、少年自然の家など

空き地、駐車場など

0 . 20 40 60 80 100 
（％） 

※グラフ内数値は件数

口ぁてはまる

ロぁてはまらない

圃場所がない• そう思うときがない

図27 地域における「個人的居場所」と「社会的居場所」

一人になりたい時に
いることが多い場所

好きなことに熱中したい
時に居ることが多い場所

嫌な思いをした時に
居ることが多い場所

大人の目を避けたい時
に居ることが多い場所

友達と話をする時に
居ることが多い場所且

のぼり、非常に多くなっており、学校とともに居

住地域にも「社会的居場所」をほとんどの子ども

が持っていることが明らかになった。使用場所は、

「友達の家」がもっとも多く 8割、次に「よく行

くお店」が6割、「公園・川の土手など」が 5割

と続いている。友達の家が中心であるが、その他

の屋内や屋外も使われている。

0 20 40 60 80 I 00 以上より、居住地域は、「個人的居場所」「社会

的居場所」の両側面で、家庭の居場所で欠落する

部分、すなわち「個人的居場所」における高次元

の隔離・逃避要求を補完し、さらに「社会的居場

所」機能の補完もしているといえる。また、家庭

や学校でもみられた高次元の隔離・逃避要求の場
図28 居場所の個数（地域）

（％） 

※グラフ内

数値は件数
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合にはそれに対する居場所は形成されにくいとい

う傾向は同様である。

4. おわりに

現在の子どもは、「居場所」を形成するのが困

難な生活環境にあると考えられるが、また同時に

ストレスを抱えている子どもが多く、心理状態は

あまり良好であるとはいいがたい。そのような状

況において、子どもの居場所の実態を心理状態と

ともにとらえることは、大きな意味があると考え

られる。本研究では、「居場所」を単なる空間の

側面だけでなく心理的な側面を含んだものとして

捉えている。また、「居場所」を「個人的居場所」

と「社会的居場所」に分け、さらに「個人的居場

所」をその意味内容と要求の次元から 4種類のタ

イプに分けて「居場所」の実態を探ることを目的

とした。この目的を達成するため、高校生を対象

に調査を実施した。その結果、以下の知見を得た。

l)子どもの生活と意識

子どもの趣味や打ち込んでいること、休日の過

ごし方からみると、子どもは個人的な行為と集団

的な行為を行っており、「個人的な居場所」と

「社会的な居場所」を形成することにつながる要

素をもっていると考えられる。

子どもは、家庭を中心に居心地の良い場所を見

つけているが、どこにも見つけられない子どもが

2割存在することが明らかになった。また、好き

な時間の側面からみると、人の要因や行為の要因

が重要であり、単に空間を与えられるだけでは子

どもの居場所にならないことも明らかになった。

2)家庭における子どもの居場所

「個人的居場所」の空間的基盤になる「専用の

子ども部屋」を 8割の子どもが所有し、「共有の

子ども部屋」を含めるとほとんどの子どもが子ど

も部屋を所有している。また、携帯電話やテレビ

などの所有率も高く、「個人的居場所」を形成す

るための物理的環境は整っているといえる。

家庭に「安心感」や「安定感」を感じている子

どもは多く、家庭に「個人的居場所」を形成して

いる状況はとらえられたが、「満足感」や「開放

感」を感じている子どもは少なく「社会的居場所」

の機能は不十分であること、さらに子ども部屋が

あるだけでは「居場所」にならないこともあるこ

とが明らかになった。居心地の面からも、家庭は

「個人的居場所」の機能は発揮されているが「社

会的居場所」の機能は十分でないことがとらえら

れた。

しかし、「個人的居場所」をその性質とレベル

からみると、「一人になりたい」「好きなことに熱

中したい」という低レベルの隔離・逃避要求には

対応しているが、「大人の目を避けたい」「嫌な思

いやストレスを解消したい」という、より高次元

の隔離・逃避要求には十分対応できておらず、家

庭以外の居場所が必要であるといえよう。

3)学校における子どもの居場所

子どもは学校において、クラス以外のクラブや

委員会等に多く所属し、クラスやクラプで何らか

の役割分担をしているものが一定程度存在してい

るなど、「社会的居場所」を形成するための要素

をもっているものが多いことがとらえられた。

学校において、「安心感」や「安定感」を感じ

ているものは非常に少なく、学校は「個人的居場

所」にはなっていないことがとらえられたが、

「快楽感」を感じているものは比較的多く 「社会

的居場所」は形成されていると考えられる。居心

地の面からみると、拘束のない自由な時間に居心

地の良さを感じているものが多いが、「特に居心

地が良いと感じるときはない」ものが 3割に上る

など、学校に居場所を形成できていないものがか

なりあることが明らかになった。

「個人的居場所」をその性質とレベル別にみる

と、どの面においても居場所をもっているものは、

家庭の場合より少なく、高次元の隔離・逃避要求

をする場合の居場所はさらに少なくなっている。

しかし、「社会的居場所」をもっているものは多

く、学校は「社会的居場所」の拠点となっている

と考えられる。

4)地域における子どもの居場所

本研究の調査対象の子どもは、地域に密着した

生活をしており、自然環境にも恵まれた居住環境

にある。

居住地域に、「安心感」や「安定感」を感じて

いるものは、学校の場合よりもかなり多く、家庭

における「個人的居場所」の欠落部分を補完して

いると考えられる。居心地の面からみても、友人

や仲間がいる場所に居心地の良さを感じており、

「特に居心地が良いときはない」と感じているも

のも学校より少ないということからも裏付けられ

る。

「個人的居場所」をその性質とレベル別にみる

と、すべての面について居場所を持っているもの
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は家庭の場合より少なくなっているが、先に述べ

た心理状態からも家庭の機能を補完していると考

えられる。また、「社会的居場所」を持っている

ものは多く、学校とともに家庭の機能の欠落部分

を補完していると考えられる。

以上のように、子どもは、家庭を中心に「個人

的居場所」を形成しているが、高次元の隔離・逃

避要求に対応しきれておらず、「社会的居場所」

としての機能も十分でない。学校には居心地の悪

さを感じているものも多いが、「社会的居場所」

の機能は果たしている。地域には、安心感を感じ

ており、居心地の悪さもあまり感じていない。し

たがって、地域は家庭における「個人的居場所」

の高次元の隔離・逃避要求を補完していると考え

られる。また、家庭で十分な機能を発揮しえてい

ない「社会的居場所」については、学校と地域が

これを補完していると考えられよう。
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